














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　 　　　　　 　 　　　
北川氏助
　
春重構香積一宇拗梁五歩桁樤八歩
　　
食輪法輪
　
両倶運轉
　　　
大匠
　
藤原形右衛門
（二十五丁表）　
見性寺開創覚書之事
　
當山ハ小笠原蔵人長久其父従四位上
　
代々兵内佐長房之追福之為め建立
　
御浄山宝珠寺と号す、紀州高野
　
金剛三味院より覚心之を 至、翠
　
桂僧都を開山初祖となす、第七世僧
　
之隆庵ニ到り、勝瑞城 ニ移シ、見性
　
寺と改む、永正八年也、為筑前守長元
（二十五丁裏）　
追福也、呑海寺才数覚え者之也、
　
翠桂僧都唐之染葉を植ゆ、色衣を
　
着す、食するニ唐之豆 用 味噌となす、
　
人皆之を好む、豆腐となして之を上に献ず、
　
上意を賜ふ、豆ハいりて戦ひに備うによし
　
と云ふ云々、
　
 覚心僧都紀州興国寺開山也、神林（信州）和泉守兼久之次子法燈国師之也、翠桂和尚覚心僧都ニ師事 禅を学ぶ、金剛三昧院之徒也、後建仁寺ニ留鍚ス、小笠原氏之系ヺ継ぐ、
（裏表紙裏）　　
阿州勝瑞邑
　　
見性禅寺
おわりに　
本稿で紹介した「見性寺記録」は、大破した見性寺の修復に関する記述
が中心をなすが、梵鐘の銘文の写や棟札の銘文の写、境内図など貴重な史料を確認できるのは甚だ意義深いものがある。（須藤茂樹
　
四国大学文学部日本文学科日本文化史・博物館学研究室）
（岩木太郎
　
四国大学 院文学研究科日本文学・書道文化専攻）
（立井佑佳
　
四国大学 院文学研究科日本文学・書道文化専攻）
写真
1　
境内絵図（九五頁
　
冨陽臺絵図）
一〇二
史料紹介
　
見性寺所蔵「見性寺記録」
写真
2　
札棟
写真
3　
鐘銘并序（部分）
